
違法な高崎異動から武蔵に戻る開 催
・日時；８月２日（日）１３時３０分開会

・会場；国分寺労政会館４Ｆ「第４会議室」

内 容
・主催者挨拶（米田徳治委員長）

・職場組合員からの報告

・この一年間闘争パンフの報告

・連帯の挨拶

・地元支援者

・カンパの訴え、闘う体制の確立

・閉会挨拶・団結頑張ろう

８・２、闘う仲間を支援しよう
「ルネサス武蔵事業所の実態を知る会」

主催；電機・情報ユニオン東京支部（０３－６４５０－１７７７）

昨年の早期退職強要面談のなかで「退職か高

崎への転勤」かの選択を迫られ、子供さんがお

り「介護休業法」による転勤での配慮義務を実

施もせず、高崎転勤に応じなければ解雇すると

して本人に解雇予告書を手渡す暴挙となったの

で異議を唱えて転勤しました。

高崎転勤後も、東京労働局への「介護休業法」

での配慮を求める要請や参議院の厚生労働委員

会での日本共産党小池議員の論戦で行政指導を

求める取り組みを展開。厚生労働省での記者会

見の実施やルネサスの事業所宣伝行動などを取

り組んできました。

労働契約承継法でのＲＥＬからＲＥＧへの転

籍を本人の同意なしに実施させてきた事に対し

て東京労働局に申出し、出向中の社員を子会社

に転籍させる場合の扱いに関して「留意してく

ださい」との文書助言が出され、４月２日（木）

に実施された「５条協議」の場でも論議となり

ました。

こうした経緯を経て、最初に４月13日（月）

に武蔵事業所への復帰、続いて５月18（月）に

復帰する事が出来ました。

主婦として、ご主人も単身赴任されている厳

しい状況の中での往復５時間を超える過酷な新

幹線通勤とj自家用車 での通勤から解放され

「元の職場に戻れて本当にうれしい」と語って

います。

定例の門前宣伝風景




